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関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2023年度シラバスシラバス

物理化学Ⅱ (Physical Chemistry II)

応用化学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

3年生の物理化学の物理化学物理化学Iで学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のした内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のに，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の化学反応速度シラバス論，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の原子構造論，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の分子間相互作用を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の講義し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の化学の物理化学
基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の礎理論で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをにわた内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをさせる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．また内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の現代化学の物理化学こと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の考えて基本原理からの取り扱いをえて基本原理からの取り扱いを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の本原理からの物理化学取り扱いをり扱いを扱いをいを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の
強調する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

【A4-C3】反応速度シラバス論について基本原理からの取り扱いを理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．特に，速度論の考え方，反応速度に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の速度シラバス論の物理化学考えて基本原理からの取り扱いをえ方，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の反応速度シラバス
の物理化学温度シラバス依存性，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の速度シラバス式の種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学表し方およびその解釈法を理解するし方およびその物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを釈法を理解するを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを.

速度シラバス定数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，の物理化学概念，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の反応方程式の種々の表し方およびその解釈法を理解すると分子間相互作用を講義し，化学のその物理化学積分解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の定常状態近似，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のアレニウスの物理化学式の種々の表し方およびその解釈法を理解する，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の
反応機構について基本原理からの取り扱いを説明できるか前期中間および前期定期試験，レポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のきる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをか前期中間および前期定期試験，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のレポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の評
価する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

【A4-C3】量子論の物理化学基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の礎的事項について理解する．ボーアの振動数条件，について基本原理からの取り扱いを理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．ボーアの物理化学振動数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，条件，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の
光電効果，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の電子線回折などから量子論的特性を，ならびにシュレディンガなどから量子論的特に，速度論の考え方，反応速度性を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のならびにシュレディンガ
ー方程式の種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをの物理化学性質や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解すや境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す境界条件と分子間相互作用を講義し，化学のエネルギーの物理化学関係を定性的に理解すを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の定性的に理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをす
る物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

ボーアの物理化学振動数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，条件，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の光電効果や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す電子線回折などから量子論的特性を，ならびにシュレディンガから量子論的特に，速度論の考え方，反応速度性について基本原理からの取り扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のま
た内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のシュレディンガー方程式の種々の表し方およびその解釈法を理解する並びにその解について定性的に説明できるか前期びにその物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをについて基本原理からの取り扱いを定性的に説明できるか前期中間および前期定期試験，レポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のきる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをか前期
定期試験，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のレポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の評価する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

【A4-C3】量子論の物理化学知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のに原子の物理化学構造を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．
原子構造と分子間相互作用を講義し，化学のスペクトで評ルの物理化学関係を定性的に理解す，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の原子の物理化学電子構造（構成原理，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のエネルギー項について理解する．ボーアの振動数条件，）にに
ついて基本原理からの取り扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の量子論と分子間相互作用を講義し，化学の関連づけて説明できるか後期中間試験，レポートで評価するづけて基本原理からの取り扱いを説明できるか前期中間および前期定期試験，レポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のきる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをか後期中間試験，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のレポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の評価する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを
．

【A4-C3】量子論の物理化学知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のに分子の物理化学構造を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを． 分子軌道論を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の中心に主に二原子分子の電子構造，性質を量子論と関連付けに主に二原子分子の電子構造，性質を量子論と関連付けに二原子分子の物理化学電子構造，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の性質や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解すを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の量子論と分子間相互作用を講義し，化学の関連づけて説明できるか後期中間試験，レポートで評価する付けけ
て基本原理からの取り扱いを説明できるか前期中間および前期定期試験，レポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のきる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをか後期定期試験，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のレポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の評価する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

【A4-C3】電気双極子ならびに電気双極子の物理化学相互作用の物理化学観点から，分子から，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の分子
性物質や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解すの物理化学凝集力を理解する．を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

電気双極子間の物理化学相互作用や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の分子性物質や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解すの物理化学全相互作用について基本原理からの取り扱いを的確に説明に説明できるか前期中間および前期定期試験，レポートで評
で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のきる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをかどうか後期定期試験，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のレポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の評価する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

成績は，試験は，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の試験90%　レポートで評10%　と分子間相互作用を講義し，化学のして基本原理からの取り扱いを評価する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．試験成績は，試験は年4回の物理化学平均とする．総合と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．総合100点から，分子満点から，分子と分子間相互作用を講義し，化学のし60点から，分子以上を合を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の合
格とする．と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

「物理化学要論(第7版)」：P. W. Atkins・J.de Paula著／千原秀昭・稲葉章 訳（東京化学同人)

「アトで評キンス物理化学 第10版（上を合・下）に」：P. W. Atkins・J.de Paula（東京化学同人)
「アトで評キンス物理化学要論問題の解き方（第の物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをき方（第6版/英語版）に」：David Smith (東京化学同人)
「量子力を理解する．学入門ノートで評 ～ 修正版（Ver. 1.3.1）に～」九鬼導隆 著（神戸高専生の物理化学協）に
「はじめて基本原理からの取り扱いをの物理化学化学反応論」：土屋荘次(岩波書店)
「なっと分子間相互作用を講義し，化学のくする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを量子化学」：中田宗隆(講談社)

物理化学I，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の1～3年まで学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のの物理化学物理学，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，学，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の応用物理I，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のII，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の 分析化学I，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の無機化学II，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の化学工学I，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のII，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の応用数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，学I，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のII

履修上のの評価方法と基準
注意事項

物理化学は，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の物理の物理化学視点から，分子から化学の物理化学基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の本原理を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の考えて基本原理からの取り扱いを察する教科であるので，当然，物理学とその基礎となる数学に精通してする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを教科で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをの物理化学で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の当然，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の物理学と分子間相互作用を講義し，化学のその物理化学基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の礎と分子間相互作用を講義し，化学のなる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，学に精通して基本原理からの取り扱いを
いる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のが望ましい．望ましい．ましい．1～3年まで学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のの物理化学物理学や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，学の物理化学みならず，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の同時進行で学習する応用物理や応用数学の内容も必要とで学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを応用物理や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す応用数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，学の物理化学内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のも必要と必要と分子間相互作用を講義し，化学の
なって基本原理からの取り扱いをくる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．さらに，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の3年生の物理化学の物理化学物理化学Iで学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学んだ熱力学も，反応速度論を中心に必要となる．これらの科目を復習したり，良く熱力を理解する．学も必要と，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の反応速度シラバス論を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の中心に主に二原子分子の電子構造，性質を量子論と関連付けに必要と分子間相互作用を講義し，化学のなる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．これらの物理化学科目を復習したり，良くを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の復習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のした内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のり扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の良くく
学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のして基本原理からの取り扱いをおくこと分子間相互作用を講義し，化学のが望ましい．望ましい．ましい．



授業の計画（物理化学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 物理化学の物理化学理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをに必要不可欠な熱力学の復習を行う．主にギブズエネルギー並びに化学平衡論について学習する．な熱力を理解する．学の物理化学復習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の行で学習する応用物理や応用数学の内容も必要とう．主に二原子分子の電子構造，性質を量子論と関連付けにギブズエネルギー並びにその解について定性的に説明できるか前期びに化学平衡論について基本原理からの取り扱いを学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

3 反応速度シラバス論：概要，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の反応速度シラバス式の種々の表し方およびその解釈法を理解する 化学反応速度シラバス論の物理化学基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の本的事項について理解する．ボーアの振動数条件，について基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．反応速度シラバスの物理化学概念，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の反応速度シラバス式の種々の表し方およびその解釈法を理解すると分子間相互作用を講義し，化学のその物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の実験的手法を理解するなどについて基本原理からの取り扱いを学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

4 反応速度シラバス式の種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学温度シラバス依存性

5 活性化エネルギーと分子間相互作用を講義し，化学の頻度シラバス因子

6 速度シラバス式の種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを釈：素反応と分子間相互作用を講義し，化学の反応機構

7 速度シラバス式の種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学求め方め方 逐次反応や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す定常状態近似，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の律速段階等の物理化学考えて基本原理からの取り扱いをえ方を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の用いて基本原理からの取り扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の複合反応の物理化学反応速度シラバスが望ましい．どの物理化学ようにして基本原理からの取り扱いを組み立てられるかを学習する．み立て基本原理からの取り扱いをられる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをかを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

8 中間試験 中間試験

9 中間試験解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを答　

10 量子論の物理化学出現 原子，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の分子スペクトで評ルと分子間相互作用を講義し，化学の光電効果について基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のエネルギーが望ましい．離散的で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを事を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

11 シュレディンガー方程式の種々の表し方およびその解釈法を理解すると分子間相互作用を講義し，化学の波動関数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式， シュレディンガー方程式の種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学概念について基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．同時に波動関数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，の物理化学考えて基本原理からの取り扱いをえ方について基本原理からの取り扱いをも必要と学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

12 ボルンの物理化学確に説明率解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを釈，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の不確に説明定性原理

13 一次元井戸型ポテンシャル，調和振動子ポテンシャル，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の調する．和振動子

14 水素類似原子の物理化学構造：量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，と分子間相互作用を講義し，化学の原子軌道の物理化学エネルギー・形

15 これまで学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のの物理化学復習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の・演習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の

16 原子構造：水素型ポテンシャル，調和振動子原子の物理化学スペクトで評ル

17 原子構造：水素型ポテンシャル，調和振動子原子の物理化学量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，

18 スペクトで評ル遷移と選択律と分子間相互作用を講義し，化学の選択律 水素型ポテンシャル，調和振動子原子の物理化学中の物理化学電子遷移と選択律の物理化学選択律について基本原理からの取り扱いを学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

19 多電子原子の物理化学構造と分子間相互作用を講義し，化学の周期律

20 多電子原子の物理化学スペクトで評ル

21 化学結合：基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の本概念 化学結合の物理化学基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の本概念を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

22 原子価する．結合法を理解する・分子軌道法を理解する 化学結合を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の考えて基本原理からの取り扱いをえる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを際に用いられる，原子価結合法と分子軌道法の基本概念を解説する．に用いられる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の原子価する．結合法を理解すると分子間相互作用を講義し，化学の分子軌道法を理解するの物理化学基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の本概念を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

23 中間試験 中間試験

24 中間試験の物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを答 中間試験の物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを答を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の黒板を用いて解説し，注意点を指摘する．を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の用いて基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の注意点から，分子を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の指摘する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

25 分子軌道法を理解する：水素分子イオンの物理化学形成

26 二原子分子

27 分子軌道法を理解するの物理化学種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学近似

28 ファンデルワールス相互作用

29 全相互作用

30 演習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の 講義全体にわたって必要に応じた演習を実施する．にわた内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のって基本原理からの取り扱いを必要に応じた内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の演習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の実施する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

熱力を理解する．学の物理化学復習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のI 物理化学の物理化学理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをに必要不可欠な熱力学の復習を行う．主にギブズエネルギー並びに化学平衡論について学習する．な熱力を理解する．学の物理化学復習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の行で学習する応用物理や応用数学の内容も必要とう．主に二原子分子の電子構造，性質を量子論と関連付けに熱力を理解する．学の物理化学3法を理解する則，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のエンタルピー，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のエントで評ロピーについて基本原理からの取り扱いを学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

熱力を理解する．学の物理化学復習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のII

アレニウスの物理化学関係を定性的に理解す式の種々の表し方およびその解釈法を理解するについて基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．反応速度シラバス定数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，と分子間相互作用を講義し，化学の温度シラバスの物理化学間にアレニウスの物理化学関係を定性的に理解す式の種々の表し方およびその解釈法を理解するが望ましい．ある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のアレニウスの物理化学関係を定性的に理解す式の種々の表し方およびその解釈法を理解するが望ましい．反応
の物理化学活性化エネルギーと分子間相互作用を講義し，化学の頻度シラバス因子と分子間相互作用を講義し，化学のいった内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の要素で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の決まることを学習する．まる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

活性化エネルギーは反応を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の起こすために乗り越えなければならないポテンシャル障壁であり，頻度因子が分子の衝突や立体因こすた内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のめに乗り越えなければならないポテンシャル障壁であり，頻度因子が分子の衝突や立体因り扱いを越えなければならないポテンシャル障壁であり，頻度因子が分子の衝突や立体因えなければならないポテンシャル障壁であり，頻度因子が分子の衝突や立体因で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のあり扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の頻度シラバス因子が望ましい．分子の物理化学衝突や立体因や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す立体にわたって必要に応じた演習を実施する．因
子に関わる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを量で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の濃度シラバスの物理化学積が望ましい．衝突や立体因頻度シラバスと分子間相互作用を講義し，化学の比例すること等を解説し，活性化エネルギー・頻度因子と反応速度定数が結びする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学の等を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の活性化エネルギー・頻度シラバス因子と分子間相互作用を講義し，化学の反応速度シラバス定数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，が望ましい．結び
つくこと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．また内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の活性錯体にわたって必要に応じた演習を実施する．理論や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す触媒作用について基本原理からの取り扱いをも必要と学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

素反応（単分子・二分子反応）にを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の定義し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の通常の物理化学反応が望ましい．複合反応で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の示し，反応機構とその反応速度式について学習すし，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の反応機構と分子間相互作用を講義し，化学のその物理化学反応速度シラバス式の種々の表し方およびその解釈法を理解するについて基本原理からの取り扱いを学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のす
る物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

中間試験の物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを答を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の説明できるか前期中間および前期定期試験，レポートで評する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを.

ボルンの物理化学確に説明率解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを釈について基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．さらに，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のド・ブロイ波と分子間相互作用を講義し，化学の粒子の物理化学運動量の物理化学関係を定性的に理解す，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の波動関数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，が望ましい．確に説明率振幅であることからハイゼンで学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のからハイゼン
ベルクの物理化学不確に説明定性原理を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

量子力を理解する．学の物理化学基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の本で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のあり扱いをかつ近似方等の物理化学応用の物理化学基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の本と分子間相互作用を講義し，化学のなる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを厳密に解ける系について解説する．に解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをける物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを系について解説する．について基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．1次元の物理化学井戸型ポテンシャル，調和振動子ポテンシャルに拘
束された粒子と一次元調和振動子を取り上げ，量子論的考え方を学習する．された内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の粒子と分子間相互作用を講義し，化学の一次元調する．和振動子を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の取り扱いをり扱いを上を合げ，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の量子論的考えて基本原理からの取り扱いをえ方を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

中心に主に二原子分子の電子構造，性質を量子論と関連付け力を理解する．場に拘束された粒子を取り上げ，その解法を定性的に説明し，主量子数，方位量子数，磁気量子数とその意味について解に拘束された粒子と一次元調和振動子を取り上げ，量子論的考え方を学習する．された内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の粒子を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の取り扱いをり扱いを上を合げ，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のその物理化学解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを法を理解するを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の定性的に説明できるか前期中間および前期定期試験，レポートで評し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の主に二原子分子の電子構造，性質を量子論と関連付け量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の方位量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の磁気量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，と分子間相互作用を講義し，化学のその物理化学意味について解について基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを
説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．また内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のこれらの物理化学量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，の物理化学組み立てられるかを学習する．み合わせと分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の水素型ポテンシャル，調和振動子原子の物理化学電子の物理化学軌道の物理化学種類や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す特に，速度論の考え方，反応速度徴について解説し，量子数と電子の存在確について基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，と分子間相互作用を講義し，化学の電子の物理化学存在確に説明
率の物理化学節・節面の数の関係から，各軌道の形が予測できることを示す．の物理化学数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，の物理化学関係を定性的に理解すから，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の各軌道の物理化学形が望ましい．予測できることを示す．で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のきる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の示し，反応機構とその反応速度式について学習すす．

これまで学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のの物理化学講義について基本原理からの取り扱いを必要に応じた内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の演習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の実施する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを.

水素原子の物理化学スペクトで評ルを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のに，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の水素型ポテンシャル，調和振動子原子の物理化学構造を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを.

14回目を復習したり，良くの物理化学講義を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のに主に二原子分子の電子構造，性質を量子論と関連付け量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の方位量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の磁気量子数の概念，反応方程式とその積分解，定常状態近似，アレニウスの式，の物理化学組み立てられるかを学習する．み合わせと分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の水素型ポテンシャル，調和振動子原子の物理化学電子の物理化学軌道の物理化学種類や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解す特に，速度論の考え方，反応速度徴について解説し，量子数と電子の存在確について基本原理からの取り扱いを学
習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

水素型ポテンシャル，調和振動子原子の物理化学構造の物理化学知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のに，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の多電子原子の物理化学構造について基本原理からの取り扱いを理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．構成原理を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のに，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のオービタルの物理化学考えて基本原理からの取り扱いをえ方を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．原子
の物理化学性質や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解すに周期的な特に，速度論の考え方，反応速度徴について解説し，量子数と電子の存在確が望ましい．で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の示し，反応機構とその反応速度式について学習すし，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の周期表し方およびその解釈法を理解するを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の原子の物理化学電子構造より扱いを議論する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

原子の物理化学エネルギー準位を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の表し方およびその解釈法を理解するす項について理解する．ボーアの振動数条件，について基本原理からの取り扱いを学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．各全角運動量などにより扱いを種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学項について理解する．ボーアの振動数条件，が望ましい．表し方およびその解釈法を理解する現され，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のまた内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のL-Sカップリングにより．最により扱いを．最
低のエネルギー準位を表す項がどのように表されるのかを学習する．の物理化学エネルギー準位を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の表し方およびその解釈法を理解するす項について理解する．ボーアの振動数条件，が望ましい．どの物理化学ように表し方およびその解釈法を理解するされる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをの物理化学かを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

近似問題の解き方（第の物理化学基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の本と分子間相互作用を講義し，化学のなる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを変分法を理解するについて基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説して基本原理からの取り扱いをからLCAO近似を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の導入し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の分子軌道法を理解するを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の用いて基本原理からの取り扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の一番簡単な系について解説する．で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを水素分子
イオンが望ましい．形成し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の分子軌道が望ましい．結合性軌道と分子間相互作用を講義し，化学の反結合性軌道に分離する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

分子軌道法を理解するを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の用いて基本原理からの取り扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の等核二原子分子の物理化学電子構造について基本原理からの取り扱いを解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説し，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の等核二原子分子の物理化学分子軌道の物理化学様子と分子間相互作用を講義し，化学の電子構造から，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の幾つかつか
の物理化学化学的性質や境界条件とエネルギーの関係を定性的に理解すが望ましい．説明できるか前期中間および前期定期試験，レポートで評で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のきる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の示し，反応機構とその反応速度式について学習すす．さらに，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の異核二原子分子の物理化学電子構造，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のイオン性と分子間相互作用を講義し，化学の共有性について基本原理からの取り扱いをも必要と簡単に触れる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

分子軌道計算における種々の計算方法（ヒュッケル法，における物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを種々の表し方およびその解釈法を理解するの物理化学計算における種々の計算方法（ヒュッケル法，方法を理解する（ヒュッケル法を理解する，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のab initio法を理解するなど）にの物理化学概念について基本原理からの取り扱いを簡単に解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを説する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

電気双極子の物理化学定式の種々の表し方およびその解釈法を理解する化を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の行で学習する応用物理や応用数学の内容も必要とい，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の永久あるいは誘起双極子との間でもたらされる相互作用を学習する．さらに，永久電気双極子を持ある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをいは誘起こすために乗り越えなければならないポテンシャル障壁であり，頻度因子が分子の衝突や立体因双極子と分子間相互作用を講義し，化学のの物理化学間で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のも必要とた内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のらされる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを相互作用を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．さらに，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の永久あるいは誘起双極子との間でもたらされる相互作用を学習する．さらに，永久電気双極子を持電気双極子を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の持
た内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のない無極性分子も必要と分散相互作用で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の凝集出来ることを理解する．る物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

電気双極子の物理化学相互作用が望ましい．距離の物理化学6乗り越えなければならないポテンシャル障壁であり，頻度因子が分子の衝突や立体因に反比例すること等を解説し，活性化エネルギー・頻度因子と反応速度定数が結びする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の分子同士が近接した時に反発的な相互作用が生ずることを，レナードが望ましい．近接した時に反発的な相互作用が生ずることを，レナードした内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の時に反発的な相互作用が望ましい．生の物理化学ずる物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをこと分子間相互作用を講義し，化学のを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のレナード-
ジョーンズポテンシャルを基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の用いて基本原理からの取り扱いを理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いをする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．また内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の最も必要と強い分子間相互作用の物理化学例すること等を解説し，活性化エネルギー・頻度因子と反応速度定数が結びと分子間相互作用を講義し，化学のして基本原理からの取り扱いを水素結合について基本原理からの取り扱いを学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のする物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．

備など）
考

前期，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の後期と分子間相互作用を講義し，化学のも必要とに中間試験および定期試験を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の実施する．する物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．
本科目を復習したり，良くの物理化学修得には，には，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の60 時間の物理化学授業の物理化学受講と分子間相互作用を講義し，化学の 30 時間の物理化学事前・事後の物理化学自己学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のが望ましい．必要で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．事前学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のに該当週の内容の予習（テキストの読了），また事後学習として，講義内容の物理化学内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のの物理化学予習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の（テキストで評の物理化学読了）に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のまた内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の事後学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のと分子間相互作用を講義し，化学のして基本原理からの取り扱いを，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の講義内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の
の物理化学復習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学の（ノートで評内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のの物理化学精査並びにその解について定性的に説明できるか前期びに該当範囲のテキストの読了）が必要である．の物理化学テキストで評の物理化学読了）にが望ましい．必要で学習した内容を基に，化学反応速度論，原子構造論，分子構造と分子間相互作用を講義し，化学のある物理化学全般にわたる基礎知識を理解させる．また，現代化学のことを考えて基本原理からの取り扱いを．
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